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５
月
25
日
に
、
石
川
県
農
業
共

済
組
合
本
所
に
て
総
代
104
名
（
書

面
出
席
を
含
む
）
の
も
と
、
県
農

林
水
産
部
長
吉
田
健
一
様
の
ご
臨

席
を
賜
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
宝
達
志
水
町
の
中
村

辰
生
総
代
が
選
出
さ
れ
、
提
出
し

た
、
15
議
案
す
べ
て
が
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

し
て
い
ま
す
。

　

収
入
保
険
で
は
、
令
和
９
年

度
に
は
１
，７
０
０
経
営
体
を
加

入
目
標
に
掲
げ
、
今
年
は
１
３
５

経
営
体
の
新
規
加
入
を
目
指
し
ま

す
。

　
農
業
共
済
で
は
、
引
き
続
き
水

稲
共
済
の
全
相
殺
方
式
へ
の
移

行
、
園
芸
施
設
共
済
の
加
入
拡
大

に
重
点
的
に
取
り
組
み
、
農
家
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
引
受
方
式
を
提

案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
家
の
皆
様
の
た
め
に
機
能
を

果
た
す
こ
と
を
責
務
と
し
、
安
定

し
た
運
営
基
盤
を
確
立
し
、
負
託

に
応
え
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
今

後
と
も
関
係
各
位
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
と
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
年
１
月
１
日
に
能
登
地
方
を

震
源
と
す
る
能
登
半
島
地
震
が
発

生
し
、
奥
能
登
２
市
２
町
を
中
心

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
改
め

て
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
と
し
ま
し

て
も
、
建
物
共
済
を
中
心
に
迅
速

な
損
害
評
価
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
が
、
被
害
の
全
容
に
対

し
完
全
な
補
償
と
は
な
り
難
い
状

況
を
痛
感
し
、
農
業
保
険
へ
の
加

入
推
進
の
必
要
性
を
再
認
識
す
る

と
と
も
に
、
農
業
経
営
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
よ

り
強
固
に
す
る
た
め
、
制
度
の
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
、
加
入
拡
大
に
組
織

を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
近
年
、
気
候
変
動
に
よ
る
自
然

災
害
の
激
甚
化
、
高
温
傾
向
の
常

態
化
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

生
じ
た
需
要
の
消
失
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
パ
レ
ス
チ
ナ

情
勢
等
に
よ
る
肥
料
・
飼
料
等
の

高
騰
、
円
安
の
進
行
な
ど
新
た
な

リ
ス
ク
も
顕
在
化
し
、
農
業
経
営

を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ
を
増

組
合
長
理
事
　
田
中
　
肇
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ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
保
険
提
案
で
農
業
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
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第19回通常総代会

◆ 提出された議案 ◆
　　　
議案第１号
事業規程の一部変更議決の件
議案第２号
令和５年度事業報告書、財産目録、
貸借対照表、損益計算書、剰余金処
分案及び不足金処理案承認の件
議案第３号
令和６年度事業予定計画書及び収支
予算書議決の件
議案第４号
令和６年度事務費賦課金徴収額及び
徴収方法議決の件
議案第５号
役員、顧問弁護士、損害評価会委員
及び共済部長報酬議決の件
議案第６号
役員退任慰労金支給額議決の件
議案第７号
借入金最高限度額及び借入条件議決
の件
議案第８号
特別積立金取り崩し限度額議決の件
議案第９号
余裕金預入先議決の件
議案第１0号
役員選任議決の件
議案第１１号
損害評価会委員選任承認の件
議案第１２号
危険段階別共済掛金率設定議決の件
議案第１３号
職員給与規則の一部改正承認の件
議案第１４号
職員退職給与規則の一部改正承認の
件
議案第１５号
実施体制の改善計画の変更議決の件

●補償の充実を図るため、農家ごとの事故実績を提示し、死亡廃用共済は低
付保割合農家に対する最高補償割合への引上げ、疾病傷害共済は適正な最
高補償共済金額への選択を促し、両者を一体とした加入推進を行います

制度の充実と補償で農家を支援します
令和５年度　共済金１４億１,０３４万円支払いました
令和６年度　総共済金額５,２８０億３,９８７万円を計画しています

◆ 令和５年度事業実績

7,653
90
51
54
64
81

実 1,064
22,965
649

32,671

組合員数（人） 引受数量 共済金額（千円） 徴収掛金（千円） 支払対象 支払共済金（千円）
14,467ha
651ha

11,985 頭
4,172 頭
40ha
522ha
4,173 棟
29,979 棟
2,367 台

11,348,207
234,004
918,031
39,487
49,111
136,940
2,354,583

421,771,660
9,743,310

446,595,333

3,748
6,410
14,009
16,164
710
4,240
18,589
362,337
43,811
470,018

174 人
34人
376頭
4,153 件
12人
46人
117人
1,030 棟
203台

20,565
8,377
29,896
28,496
6,916
14,940
18,816

1,261,733
20,600

1,410,339

農作物共済

家畜共済

果樹共済
畑作物共済
園芸施設共済
建物共済
農機具共済　　　
　　　計

水稲
麦
死廃
疾病

◆ 令和６年度事業計画

◆ 収入保険

農作物共済
水稲

麦

13,374ha

577ha

1,153　 1,288　

10,489,038

201,975

16,412頭 1,005,014家畜共済

果樹共済 37ha 44,665

畑作物共済 421ha 118,341

園芸施設共済 4,511棟 2,547,912

建物共済 36,159棟 502,927,850

農機具共済

収入保険

　　　　計　　　

2,618台 10,705,070

528,039,865

引受数量

令和６年度
引受計画経営体数

令和５年度
引受経営体数

引受計画と実施方策

引受計画と実施方策

共済金額（千円）
●関係機関と連携し、一体化用紙の回収に努め、有資格農家を把握し適正な引
受を行います
●水稲・麦において、農家のニーズに応じた引受方式を推進し、無保険者を発
生させないように努めます

●有資格農家の把握に努め、農家ニーズに沿った引受方式を最高の補償が受
けられるよう加入を推進します

●生産者団体及び関係機関との連携を密にし、担い手及び集落営農組織の情
報を正確に把握し、各種交付金の対象となる作付面積等と整合性をとり、
適正な引受に努めます

●適切な共済価額の把握を行い、共済金額の増額等満額推進を図るとともに、
補償の拡充に向け、臨時費用担保特約の付帯を勧めます。農業用ドローン
については、補償内容及び免責規定などを農家に十分説明し加入推進に努
めます

●加入者の自然災害に対する備えの関心が高まる中、建物総合共済への転換
を積極的に行うとともに、共済金額増額及び、建物火災共済とのセットで
の満額加入推進を図ります

●補償の充実や掛金等の割引制度を農家に周知し、引受の拡大と補償の充実
に努めます
●有資格調査を徹底し、新規就農者、他保険契約満了者、クロスコンプライ
アンス利用者の完全引受及び水稲育苗ハウスの加入推進を重点的に行いま
す

●青色申告実施農家（認定農業者等）に訪問を実施し、未実施農家に対して
は青色申告と収入保険のメリットを説明し、実施を勧めます
●農家ニーズに合わせ、積立方式併用タイプ・保険方式補償充実タイプ・補
償限度が選択できることを提案します

開会にあたり、挨拶をする田中組合長

議長に選出された中村辰生総代 祝辞を述べる吉田健一県農林水産部長



施設費　77,169 

引当金等繰入　61,760 

業務費　52,600 
事務費　26,035 

損害防止費　13,072 
諸税負担金　10,837  
事業勘定繰入　9,702 

損害評価費　5,795  
その他
16,590

予算総額：8億5304万円

令和6年度業務収支予算の概要
事務の効率化を図り、経費の削減に努めます。

事業の推進状況を勘案しながら予算執行計画に基づき、厳格な予算統制を図ります。

執行体制を整備し、事業の円滑な運営に努めます

■収入の部 単位（千円） ■支出の部 単位（千円）

●
参
事
統
括
の
下
、
管
理
職
の
責
任
体
制
を
明
確
に

し
、
適
材
適
所
へ
の
職
員
配
置
に
努
め
、
グ
ル
ー

プ
の
再
編
に
よ
る
推
進
体
制
の
強
化
を
図
り
、
効

率
的
な
事
務
執
行
に
努
め
ま
す
。

　●
継
続
的
に
安
定
し
た
事
業
運
営
・
組
織
運
営
が
行

え
る
よ
う
、
業
務
の
合
理
化
、
効
率
化
の
観
点
か

ら
業
務
収
支
の
将
来
見
通
し
等
中
長
期
計
画
を

策
定
し
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
見
直
し
ま
す
。

●
全
て
の
農
家
が
安
心
し
て
農
業
経
営
を
継
続
で
き

る
よ
う
に
、
収
入
保
険
制
度
と
農
業
共
済
制
度
の

両
制
度
一体
と
な
っ
た
加
入
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
頻
発
す
る
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
被
害
に
対
応
す
る
た

め
に
園
芸
施
設
共
済
の
引
受
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

●
公
共
性
の
高
い
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
へ
の
信
頼
を
維

持
・
確
保
す
る
た
め
、整
備
し
た
体
制
の
下
、コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
強
化
の
た
め
の
研
修
の
反
復
実
施
、

内
部
検
査
の
実
施
等
各
種
方
策
を
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
実
践
し
ま
す
。

人件費
570,808

普及推進費　8,668 

受取補助金
370,989

事業勘定受入
244,255

受取利息
132,097

受託収入　51,560 

退職給与金施設預託金
付加金収入　7,271 

賦課金　34,739 

損害防止収入
2,388 

その他
9,737

事
務
執
行
体
制
の
整
備

中
長
期
計
画
の
策
定

農
業
経
営
を
支
援

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
強
化
・
実
践

第19回通常総代会
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全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰
　

【
農
機
具
共
済
の
部
】（
敬
称
略
）

・
下
出
農
産
（
株
）

　
代
表　
下
出　
英
一

　
全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
表
彰
　

  （
敬
称
略
）

・
小
松
弁
慶
グ
ル
ー
プ

　
石
川
県
農
業
共
済
組
合
長
表
彰　

【
収
入
保
険
の
部
】（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

・（
株
）
な
な
さ
と
フ
ァ
ー
ム

　
代
表　
小
藏　
和
浩

・（
農
）
大
長
野
水
稲
生
産
組
合

　
代
表　
前
田　
俊
昭

・（
農
）
な
た
う
ち

　
代
表
理
事　
村
田　
正
明

・（
有
）
ア
グ
リ
タ
ウ
ン

　
代
表　
宮
本　
稔
也

・（
農
）
Ｋ
Ｍ
フ
ァ
ー
ム

　
代
表
理
事　
辻
浦　
芳
一

・（
農
）
モ
ロ
オ
カ
エ
ー
シ
ー

　
代
表
理
事　
竹
内　
　
毅

・
吉
田　
卓
哉

・
高
本　
祐
輔

・
加
賀
温
泉
郷
グ
ル
ー
プ

【
農
機
具
共
済
の
部
】（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

・（
農
）
ア
イ
ケ
ー
フ
ァ
ー
ム

　
代
表　
北
川　
　
浩

・（
農
）
矢
田
野
地
区
営
農
組
合

　
代
表　
前
川　
幸
久

・（
農
）
夢
耕
坊

　
代
表　
大
西　
愼
一

・（
農
）
手
取
営
農
組
合

　
代
表　
梨
木　
修
一

損
害
防
止
事
業

機
器
購
入
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
及
び
畑
作
物
共
済

事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

損
害
防
止
に
要
す
る
対
象
機
器
を
購
入
し
た
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
交
付
対
象
者
　

　
農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
及
び
畑
作
物
共
済

加
入
者

　

な
お
、
農
業
共
済
資
格
団
体
に
お
い
て
は
、

当
該
団
体
の
構
成
員
（
団
体
名
簿
を
添
付
）
も

含
み
ま
す
。
た
だ
し
組
合
員
の
う
ち
法
人
に
お

い
て
は
、
当
該
法
人
代
表
者
の
み
と
し
ま
す
。

平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
12
月
31
日

ま
で
に
収
入
保
険
に
移
行
し
た
農
作
物
共
済
、

果
樹
共
済
及
び
畑
作
物
共
済
加
入
者
も
対
象
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、当
年
度
に
農
作
物
、果
樹
、

畑
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
交
付
申
請
を
す
る
と
き
は
　

　
１
台
ご
と
の
型
式
及
び
購
入
額
が
明
記
さ
れ

て
い
る
領
収
書
（
写
し
）
等
ま
た
は
購
入
を
証

明
で
き
る
も
の
を
添
付
し
、
管
轄
の
グ
ル
ー
プ

に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
「
交
付
申
請
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
管
轄
の
グ
ル
ー
プ
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

交付対象機器

地域の実情に応じ、さまざまな
損害防止活動に取り組んでいます
•クロップナビ
•病虫害発生予察

•生育調査
•無人ヘリコプター防除等

　クロップナビを県内４カ所の水田に設置し、気温、降水量、風速、
日照時間、葉濡れ時間などを測定しています。測定データは、当組合
ホームページで閲覧できます。いもち病発生予察や刈り取り適期予測
に、ぜひご活用ください。
　クロップナビは、収穫期の９月上旬まで設置予定で、設置中は毎朝
８時にデータが更新されます。

令和６年１月１日から同年１２月３１日までの間に購入した以下の機器

背負式動力散布機・背負式動力噴霧機は対象外です

気象データの提供

❷動力噴霧機（器）
　１台当たり購入額の１０分の１、または４万円
のいずれか少ない額を交付します。
（１台当たり購入額：２０万円以上に限る）

❹スピードスプレーヤ（ＳＳ）
　１台当たり購入額の１０分の１、または１０万
円のいずれか少ない額を交付します。
（１台当たり購入額：５０万円以上に限る）

❶農薬散布ドローン
　１台当たり購入額の１０分の１、または７万円
のいずれか少ない額を交付します。
（１台当たり購入額：４０万円以上に限る）

❸水田乗用管理機（ブームスプレーヤ）・
　産業用無人ヘリコプター
　１台当たり購入額の１０分の１、または１０万
円のいずれか少ない額を交付します。
（１台当たり購入額：５０万円以上に限る）

※組合員のうち法人においては、当該法人名義で購入した機器に限ります。

代表して表彰を受け
た（農）手取営農組合
代表　梨木修一さん



健全な組合運営を目指します
新執行体制スタート

　第19回通常総代会において、理事14人、監事３人の役員が選任されました。
６月７日、役員組織会が開かれ、組合長理事、副組合長理事、専務理事、代表
監事が互選され、新執行体制がスタートしました。

組合長理事

田中　　肇
能美市

専務理事

南　　範彰
白山市

副組合長理事

東元　　勉
珠洲市

観音　幸助
宝達志水町

村上　　茂
金沢市

代表監事

田中　一男
加賀市

大宮　　正
輪島市

河原　東洋史
能登町

池本　外季伸
中能登町

叶田　明弘
七尾市

裏　　秀和
志賀町

酒井　　実
かほく市

室住　吉隆
金沢市

伊藤　正浩
野々市市

宮下　祐幸
白山市

中山　敏康
小松市

新家　成健
加賀市

任
期　
令
和
６
年
６
月
16
日
か
ら

　
　
　
令
和
９
年
６
月
15
日
ま
で

　
農
家
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
組
織
と

す
る
た
め
、
情
報
開
示
や
説
明
責
任
の

徹
底
、
内
部
け
ん
制
機
能
の
強
化
・
確

立
等
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
踏
ま
え

た
事
業
運
営
を
徹
底
し
、
健
全
な
組
合

運
営
を
目
指
し
ま
す
。

理
事

監
事

（
農
）た
な
か
ふ
ぁ
ー
む

道
海　
隆
雄

中
能
登
町

澤
井　
昭
範

大
岡　
千
一

（
農
）能
登
や
ま
び
こ

福
井　
明
雄

今
井　
國
雄

輪
島
市

池　
　
徹
哉

長
沢
夢
黄
金
営
農
組
合

西
花　
庄
一

（
農
）時
国
営
農
組
合

石
倉　
　
稔

浦
西　
武
司

珠
洲
市

吉
野
富
土
男

角
目　
鋭
一

（
有
）珠
洲
グ
リ
ー
ン
開

発前
山　
秀
夫

（
有
）す
え
ひ
ろ

穴
水
町

竹
森　
　
弘

井
上　
芳
希

牛
谷
内
五
良

能
登
町

井
畠　
網
臣

高　
　
信
男

首
田　
正
次

吉
田
源
兵
衛

名
竹　
英
治

谷
内　
啓
一

理
事
と
は

　
組
合
を
代
表
し
運
営
業

務
を
執
行
し
ま
す
。
日
常

的
業
務
の
執
行
を
把
握
す

る
た
め
、
常
勤
の
専
務
理

事
を
置
き
ま
す
。

か
ほ
く
市

前
多　
義
晴

高
田　
弘
之

（
農
）フ
ァ
ー
ム
指
江

内
灘
町

内
灘
町
北
部
営
農
組
合

岡
部　
憲
一

羽
咋
市

桝
谷　
武
史

竹
津　
敏
浩

浜
名　
　
猛

向
瀬　
正
彦

岡
田　
耕
一

宝
達
志
水
町

長
田　
英
伸

中
村　
辰
生

（
農
）ほ
う
だ
つ

志
賀
町

政
氏　
藤
治

坂
本　
　
均

嶋
中
不
二
雄

花
島
由
喜
夫

樋
谷　
　
保

岡
塚　
忠
浩

（
農
）し
し
ず

七
尾
市

法
京　
廣
照

川
島
喜
実
夫

受
川　
清
和

小
賀　
　
保

桜
井　
政
慶

前
畑　
幸
雄

細
谷　
明
郎

（
農
）向
田
町
集
落
営
農

組
合

川
北
町

山
先
謙
二
郎

西
出　
　
清

金
沢
市

安
田　
光
洋

辰
巳　
幸
治

桜
フ
ァ
ー
ム
千
田
町

辰
野　
善
典

田
中　
敏
雄

西
村　
寿
史

中
川　
祐
一

（
株
）ア
グ
リ
シ
ア

北
間
町
営
農
組
合

菊
知　
　
亮

此
下　
明
良

白
山
市

小
山　
良
洋

中
村　
　
健

堀
田　
正
人

藤
本　
　
覚

西
川　
孝
志

高
木　
晴
夫

熊
谷　
重
喜

（
有
）ハ
ヤ
シ

（
農
）美
川
の
名
水

多
賀　
正
克

米
澤　
　
茂

（
農
）ん
な
ー
が
ら
上
野

営
農
組
合

野
々
市
市

田
中　
　
繁

津
幡
町

北　
　
泰
信

（
農
）ス
ワ
ン

上
矢
田
営
農
組
合

刈
本　
俊
雄

任
期　
令
和
６
年
５
月
29
日
か
ら

　
　
　
令
和
９
年
５
月
28
日
ま
で

　

地
区
部
会
合
わ
せ
、
延
べ

１
１
８
人
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

会
長

　
武
田　
康
一

職
務
代
行

　
小
澤　
　
正

〇
農
作
物
共
済
部
会

部
会
長　
武
田　
康
一

　
外
67
名
（
地
区
部
会
含
む
）

〇
家
畜
共
済
部
会

部
会
長　
小
澤　
　
正

　
外
４
名

〇
果
樹
共
済
部
会

部
会
長　
井
須　
博
史

　
外
15
名
（
地
区
部
会
含
む
）

〇
畑
作
物
共
済
部
会

部
会
長　
野
村　
駿
介

　
外
19
名
（
地
区
部
会
含
む
）

〇
園
芸
施
設
共
済
部
会

部
会
長　
松
本　
　
淳

　
外
２
名

〇
建
物
共
済

部
会
長　
表　
　
俊
博

　
外
２
名

〇
農
機
具
共
済

部
会
長　
杭
田　
節
夫

　
外
２
名

任
期　
令
和
６
年
４
月
28
日
か
ら

　
　
　
令
和
９
年
４
月
27
日
ま
で

　
県
内
全
域
か
ら
１
０
７
名

の
総
代
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

加
賀
市

永
江　
憲
映	

小
滝　
幸
雄

角
谷　
清
孝	

西
口　
昭
治	

山
田　
信
子　

	

栄
井　
政
敏

坂
本　
泰
毅	

（
農
）四
十
九
院

小
松
市

（
農
）ア
グ
リ
松
東

村
先　
憲
之

（
農
）
　
明
峰
フ
ァ
ー
ム

和
佐
田
平
三

浅
野　
清
利

木
内　
哲
夫

北　
　
孝
栄

田
渕　
公
清

田
ノ
上
佳
孝

東
野　
信
之

能
美
市

荒
田　
　
益

岡
田　
武
洋

橋
本　
庄
哉

新
屋　
義
明

監
事
と
は

　
組
合
が
正
し
く
運
営
さ

れ
て
い
る
か
、
業
務
の
執

行
状
況
や
財
産
状
況
を
監

査
し
ま
す
。

損
害
評
価
会
委
員
と
は

　
共
済
事
故
に
係
る
損
害

の
防
止
及
び
認
定
に
関
す

る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調

査
・
審
議
を
し
ま
す
。

総
代
と
は

　
農
家
・
組
合
員
の
代
表

と
し
て
、
組
合
の
意
思
決

定
機
関
で
あ
る
総
代
会

で
、
事
業
計
画
や
予
算
な

ど
組
合
運
営
の
方
向
を
決

め
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
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総
代

損
害
評
価
会
委
員



被害申告の目安

●全耕地の減収量の合計が
　全耕地の収量の１割を超える場合

一筆半損特例を付加している場合

●被害耕地の減収量の合計が
　全耕地の収量の 1.5 割を超える場合

全相殺方式半相殺方式

※ほ場ごとに10ａ当たりの見込単収を申告して
ください。ＮＯＳＡＩでは申告された単収を
基に損害評価をします。適正な見込単収の申
告をお願いします。

（ほ場Aは減収ゼロとして計算） （ほ場Aの増収を加味する）

●耕地ごとに５割以上減収（全損を除く）した際、最大２割の共済金を支払います。該当する耕地はすべて申告してく
ださい。

※加入者が見込単収を申告する必要はありません。

８割補償
に加入

９割補償
に加入

9
詳しくは管轄のグループへお問い合わせください
■南加賀グループ　076-239-2355　■石川中央グループ　076-239-2555　■能登グループ　（羽咋郡市・中能登町地区）　076-239-2455　■能登グループ（七尾市・奥能登地区）　0768-76-2251 8

加入件数・・・９３９件
保険金支払対象件数・・・１９１件
支払要因・・・令和５年は、７月下旬からの高温
による猛暑の影響や一昨年から続く米の価格低
下の影響による。

令和５年契約分
１億８３０５万円を支払
（事業開始が１月～４月で保険金等請求処理済）

　

  

ご
加
入
の
皆
様
へ  　

７
月
上
旬
に
加
入
者
の
方
に「
水

稲
共
済
加
入
承
諾
書
兼
共
済
掛
金

等
払
込
通
知
書
」を
郵
送
し
ま
し
た
。

同
通
知
書
に
は
、
先
に
提
出
さ

れ
た
水
稲
共
済
加
入
申
込
書
及
び

現
地
確
認
等
の
結
果
に
基
づ
き
算

出
し
た
、
今
年
産
の
水
稲
共
済
掛

金
及
び
賦
課
金
の
金
額
等
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

水
稲
作
付
け
に
変
更
・
訂
正
が

あ
っ
た
場
合
は
、
管
轄
の
グ
ル
ー

プ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

  

納
入
期
限
は
７
月
31
日       

  

口
座
振
替
に
ご
協
力
を   

振
替
口
座
を
登
録
し
て
い
る
方

は
、
左
記
の
期
日
で
掛
金
等
を
振

替
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
指
定
口

座
の
残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

振
替
口
座
を
登
録
し
て
い
な
い

方
は
、
期
限
ま
で
に
掛
金
等
の
納

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

掛
金
等
振
替
日

指
定
口
座
が
Ｊ
Ａ

　
　
　
　
7
月
19
日
（
金
）

指
定
口
座
が
Ｊ
Ａ
以
外

　
　
　
　
7
月
22
日
（
月
）

 

損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す

 

被
害
申
告
は
収
穫
前
に   

８
月
中
旬
よ
り
、
水
稲
の
生
育

状
況
に
合
わ
せ
て
被
害
申
告
の
取

り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。

共
済
事
故
に
よ
る
減
収
や
損
害

が
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
必
ず
刈

り
取
り
前
に
耕
地
の
地
名
地
番
、

災
害
名
、
災
害
の
発
生
日
を
各
集

落
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
ま
た
は
組

合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

収
穫
後
に
被
害
申
告
を
し
た
場

合
は
、
適
正
に
損
害
評
価
が
で
き

な
い
た
め
、
共
済
金
を
支
払
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

8

ほ場A　増
ほ場B　減 ほ場C　減増収部分

減収部分
減収部分

ほ場A　増
ほ場B　減 ほ場C　減増収部分

減収部分
減収部分

自然災害で減収

取引先の倒産

災害で作付不能

盗難や運搬中の事故

市場価格が下落

ケガや病気

倉庫の浸水被害

為替変動で大損

収入保険は、自然災害や価格低下など、農業者の経営努力では避けられない
収入減少を幅広く補償します。

収入保険の補償の範囲

収入保険　幅広い経営リスクに対応します水稲共済　　耕地等情報の確認をお願いします

加入者の 声
安
全
・
安
心
の
野
菜
づ
く
り

　
農
薬
・
化
学
肥
料
不
使
用
で
の

野
菜
栽
培
を
実
践
し
15
年
目
で
す
。

リ
ス
ク
分
散
の
た
め
、
少
量
多
品

目
と
し
、
約
30
品
目
を
通
年
で
収

穫
で
き
る
よ
う
な
栽
培
計
画
を
立

て
て
営
農
し
て
い
ま
す
。

　
肥
料
は
米
ぬ
か
や
も
み
殻
、
落

ち
葉
、
魚
粉
を
混
ぜ
て
発
酵
さ
せ

た
自
家
製
ぼ
か
し
肥
料
を
施
用
す

る
こ
と
で
養
分
た
っ
ぷ
り
の
土
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
雑
草

防
除
は
、
生
分
解
性
マ
ル
チ
や
防

草
シ
ー
ト
を
用
い
て
成
長
を
抑
制

し
ま
す
。

保
険
で
の
リ
ス
ク
対
策
は
必
須

　
令
和
２
年
の
ナ
ス
の
収
入
減
少

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
翌
年
に
収

入
保
険
加
入
を
決
め
ま
し
た
。
農

薬
・
化
学
肥
料
不
使
用
の
栽
培
は
、

作
物
の
病
気
な
ど
、
ど
う
し
て
も

リ
ス
ク
が
高
く
な
り
、
対
策
を
し

て
い
て
も
防
ぎ
き
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
万
が
一
、
収
入
が
減

少
し
た
と
き
補
償
が
あ
る
と
思
う

と
安
心
で
す
ね
。

　
昨
年
は
猛
暑
に
よ
る
高
温
障
害

で
ニ
ン
ジ
ン
が
生
育
不
良
と
な
り

ま
し
た
。
近
年
は
異
常
気
象
も
多

く
、
保
険
に
よ
る
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ

は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
経
営
内
容
◆

ニ
ン
ジ
ン
、
キ
ク
イ
モ
な
ど　
１

㌶

期
限
ま
で
に
掛
金
等
の
納
入
が

な
い
場
合
は
、
加
入
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

羽咋市菅
すが
池
いけ
町
まち

屋
や

後
ご

　浩
ひろ

幸
ゆき

さん（48歳）



（写真左）
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有
限
会
社
吉
田
農
産
（
＝
代
表

吉
田
義
弘
さ
ん
）
は
今
年
３
月
、

米
農
家
カ
フ
ェ
「
米
香
（
Ｍま

Ｙ

‐い

か
Ｃ
Ａ
）」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

専
務
の
吉
田
ゆ
り
子
さ
ん
は
「
お

米
を
買
う
前
に
、
気
軽
に
試
し
て

も
ら
え
た
ら
」
と
話
し
、
自
社
産

米
を
使
用
し
た
お
む
す
び
を
メ
イ

ン
に
地
元
産
の
農
畜
産
物
を
使
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
。
お
む

す
び
を
通
じ
て
米
の
魅
力
を
届
け

る
と
と
も
に
、
自
社
の
認
知
度

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
狙
い
だ
。

　
お
む
す
び
は
「
一
口
目
か
ら
具

材
の
お
い
し
さ
を
大
切
に
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
最
初
か
ら
最
後
ま

で
ご
飯
と
具
材
の
調
和
が
楽
し
め

　
株
式
会
社
米
屋
の
魚
住
雅
通
さ

ん
（
代
表
取
締
役
）
は
１
５
０
年

続
く
米
卸
会
社
を
令
和
３
年
に
継

承
し
、
同
年
秋
に
米
の
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
弟

の
文
男
さ
ん
は
令
和
２
年
に
株
式

会
社
米
屋
フ
ァ
ー
ム
を
設
立
。
水

稲
栽
培
に
取
り
組
む
。
販
売
と
生

産
の
両
面
か
ら
兄
弟
で
消
費
者
に

魅
力
を
届
け
て
い
る
。

　
就
農
の
き
っ
か
け
は
「
お
い
し

い
米
を
自
分
で
作
っ
て
、
消
費
者

に
届
け
た
い
と
思
っ
た
こ
と
」
と

話
す
文
男
さ
ん
。
高
齢
化
に
よ
り

担
い
手
が
減
少
し
た
白
山
市
吉
野

の
農
地
を
受
け
継
ぎ
、
現
在
は
16

㌶
の
圃
場
を
管
理
し
て
い
る
。
山

る
よ
う
作
っ
て
い
る
。「
卵
黄
の

醤
油
漬
け
」
は
お
む
す
び
の
頂
点

と
中
心
に
卵
黄
を
入
れ
、
食
べ
始

め
か
ら
終
わ
り
ま
で
香
り
と
味
を

堪
能
で
き
る
。
ま
た
「
明
太
子
」

に
は
少
量
の
柚
子
胡
椒
を
加
え
る

こ
と
で
、
爽
や
か
な
後
味
を
プ
ラ

ス
し
た
。
握
り
方
は
お
米
が
一
粒

ず
つ
立
つ
よ
う
改
良
を
重
ね
、
柔

ら
か
な
食
感
を
味
わ
え
る
。

地
元
や
北
陸
産
の
具
材
を
厳
選

　
具
に
使
う
食
材
は
旬
を
意
識
し

た
加
賀
市
産
や
北
陸
産
を
厳
選
。

山
中
漆
器
の
技
術
を
応
用
し
た
食

器
を
取
り
入
れ
る
な
ど
「
地
域
密

着
の
店
づ
く
り
」
は
細
部
に
わ
た

間
部
に
位
置
し
、
昼
夜
の
寒
暖
差

が
大
き
く
、
霊
峰
白
山
の
伏
流
水

で
育
て
る
た
め
甘
み
と
う
ま
み
が

凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
好
評
だ
。「
昨

年
は
初
め
て
経
験
す
る
猛
暑
に
悩

ま
さ
れ
た
。
毎
年
勉
強
し
て
よ
り

良
い
米
作
り
に
つ
な
げ
た
い
」
と

文
男
さ
ん
は
話
す
。

「
米
好
き
の
輪
」
広
げ
た
い

　
野
々
市
市
の
米
屋
で
は
加
賀
地

方
か
ら
能
登
地
方
ま
で
幅
広
い
産

地
と
生
産
者
の
米
を
取
り
扱
っ
て

い
る
。
取
引
先
に
卸
す
際
、
需
要

に
合
わ
せ
て
、
ブ
レ
ン
ド
米
を
提

案
し
て
き
た
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
て
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ

る
。

　
吉
田
農
産
の
水
稲
栽
培
で
は
通

常
よ
り
農
薬
の
使
用
量
を
30
～

50
％
減
ら
し
て
い
る
。
収
穫
を
終

え
た
米
は
急
な
乾
燥
に
よ
る
ひ
び

割
れ
を
防
ぐ
た
め
、
除
湿
さ
れ
た

常
温
の
風
で
２
週
間
か
け
て
ゆ
っ

く
り
乾
燥
さ
せ
る
。
保
管
は
玄
米

専
用
の
冷
蔵
庫
に
て
、
一
定
の
低

温
を
保
つ
こ
と
で
酸
化
防
止
を

図
っ
て
い
る
。

　
「
喜
ば
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
、
お
客
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
お
店

に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
ゆ
り

子
さ
ん
。
多
く
の
人
と
縁
を
結
ぶ

た
め
、
日
々
愛
情
を
込
め
た
お
む

す
び
作
り
に
精
を
出
す
。

で
も
お
む
す
び
や
弁
当
、
寿
司
な

ど
用
途
に
合
わ
せ
た
商
品
を
販
売

す
る
。

　
「
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
精
米
」
に

よ
り
、
精
米
時
に
発
生
す
る
静
電

気
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、
一
粒
当

た
り
の
吸
水
性
が
向
上
。
口
当
た

り
が
よ
く
、
う
ま
み
を
最
大
限
に

感
じ
ら
れ
る
と
い
う
。

　
「
よ
り
良
い
米
作
り
で
米
屋

フ
ァ
ー
ム
米
の
フ
ァ
ン
を
も
っ
と

増
や
し
た
い
」
と
文
男
さ
ん
。
雅

通
さ
ん
は
「
米
を
扱
う
プ
ロ
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
魅
力

を
伝
え
続
け
た
い
」
と
話
し
、
２

人
は
米
好
き
の
輪
を
広
げ
て
い
く
。

お店前のロゴが目印

米屋ファーム
米はこちら

店内製造の
米粉シフォン

おむすび用の「結び米」
を使った塩むすび

丹精込めて作った自慢の
お米です
ぜひ食べてみてください

色とりどりの
おむすびには
具がたっぷり

Instagramで情報発信中Instagramで情報発信中
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農業にまっすぐ取り組む人々や
たのもしい担い手たちを紹介します

兄弟で米の魅力を発信
野々市市　株式会社米

こめ
屋
や

代表取締役　魚
うお

住
ずみ

　雅
まさ

通
みち

さん（48歳）

白山市　株式会社米
こめ
屋
や
ファーム

代表　魚
うお

住
ずみ

　文
ふみ

男
お

さん（47歳）

加賀市　有限会社吉田農産
米農家カフェ「米香（Ｍ

ま い か
Ｙ‐ＣＡ）」

吉
よし

田
だ

　ゆり子
こ

さん（54歳）

店内には産地・生産者さまざまな米が並ぶ

産地や生産者により味わ
いが異なります。違いを
楽しんでみてください

米農家直営おむすび
カフェ

代表
吉田義弘さん

『米香』の由来はおいし
いお米は香りが違うこと
を知ってほしいという願
いを込めました



津幡町

橋
はし

場
ば

　裕
ゆう

介
すけ

さん（21歳）

きらきら
ひかる
きらきら
ひかる

き
ら
き
ら

　
　ひ
か
る

き
ら
き
ら

　
　ひ
か
る

白
山
市

山や
ま

本も
と　

真ま

奈な

未み

さ
ん
（
21
歳
）

　
■南加賀グループ　076-239-2355　■石川中央グループ　076-239-2555　■能登グループ　　（羽咋郡市・中能登町地区）　076-239-2455　■能登グループ（七尾市・奥能登地区）　0768-76-225113 12

７月１０日
大豆共済掛金等振替日
（振替口座ＪＡ）

７月１９日
水稲共済掛金等振替日
（振替口座ＪＡ）

大豆共済掛金等振替日
（振替口座ＪＡ）
（播種した耕地がすべて麦
跡または品種が「里のほほ
えみ」の場合）

７月２２日
水稲共済掛金等振替日
（振替口座ＪＡ以外）

７月３１日
水稲共済掛金等納入期限

８月中旬
農作物共済（水稲）損害評
価

９月１０日
麦共済令和７年産加入申し
込み開始

７
９

掛
金
納
入
は
口
座
振
替
で

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
沿
っ
た

対
策
及
び
組
合
員
の
利
便
性
向
上

を
図
る
観
点
か
ら
、
集
金
業
務
を

原
則
廃
止
し
ま
す
。　
お
早
め
に
口

座
振
替
依
頼
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

適
正
な
組
合
運
営
の
た
め
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

口
座
振
替
依
頼
書
提
出
の
留
意
点

・ 

掛
金
等
納
入
期
限
の
お
お
む
ね

２
カ
月
前
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・ 

届
出
印
、
口
座
名
義
フ
リ
ガ
ナ

の
間
違
い
は
な
い
か
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

・ 

Ｊ
Ａ
口
座
と
そ
の
他
の
金
融
機

関
で
は
振
替
依
頼
書
が
異
な
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
ず
組
合
ま
で
ご
連
絡
を

 

加
入
内
容
変
更
時 

○
農
機
具
の
買
い
替
え

○
園
芸
用
ハ
ウ
ス
の
被
覆
期
間
の

　
変
更

○
建
物
の
建
て
替
え

○
加
入
名
義
の
変
更

　

加
入
内
容
の
変
更
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
早
め
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。変
更
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、

被
災
時
に
共
済
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

事
故
発
生
時 

　
職
員
が
事
故
の
現
地
を
確
認
し

ま
す
。
連
絡
が
遅
れ
る
と
事
故
の

原
因
が
特
定
で
き
な
く
な
り
、
共

済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

農
業
共
済
新
聞
を

購
読
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
農
業
共
済
新
聞
は
、
週
１
回
発

行
「
農
家
に
学
び
、
農
家
に
返

す
」
を
基
本
方
針
と
し
て
、
営
農

か
ら
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
、
地

域
の
話
題
ま
で
、
幅
広
く
提
供
し

て
い
ま
す
。
２
カ
月
間
の
試
し
読

み
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
購
読

く
だ
さ
い
。

年
間
購
読
料
は
５
，５
２
０
円
で

す
。

●
購
読
を
ご
希
望
の
方
は
本
所
企

画
広
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
７
６-

２
３
９-

３
１
１
１

７
月
・
８
月
は
イ
ノ
シ
シ

被
害
防
止
強
化
月
間
で
す

　
県
内
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農

作
物
被
害
の
約
６
割
が
水
稲
被

害
で
す
。被
害
が
起
こ
る
前
に
、

地
域
で
協
力
し
て
「
防
護
柵
の

点
検
」「
周
辺
環
境
の
管
理
」「
捕

獲
の
強
化
」
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た

　
水
稲
共
済
　

〈
引
受
方
式
〉

　
全
相
殺
方
式
（
帳
簿
）

〈
支
払
共
済
金
〉

　
３
７
４
，９
５
２
円

〈
支
払
日
〉

　
令
和
６
年
３
月
25
日

　
大
豆
共
済
　

〈
引
受
方
式
〉

　
全
相
殺
方
式

〈
支
払
共
済
金
〉

　
１
４
，９
３
９
，６
９
１
円

〈
支
払
日
〉

　
令
和
６
年
３
月
28
日

ニ
ー
ズ
調
査
実
施
中 

　
共
済
対
象
品
目
の
う
ち
、
現

在
石
川
県
で
実
施
さ
れ
て
い
な

い
品
目
に
つ
い
て
、
加
入
希
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
組
合
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で

甚
大
な
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様

の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
っ
て

い
ま
す
。
亀
裂
が
入
っ
た
田
畑

の
復
旧
、
農
業
等
の
復
興
も
速

や
か
に
着
手
さ
れ
荒
地
に
な
ら

な
い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
川
北
町　
Ｎ
さ
ん

　

農
業
を
や
っ
て
い
る
の
で

「
虹
」
を
見
る
こ
と
が
好
き
で

す
。
県
内
の
様
々
な
場
所
で
子

育
て
を
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

る
方
々
の
こ
と
を
知
り
、
パ

ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
志
賀
町　
Ｍ
さ
ん

皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
募
集
し
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
へ
の

ご
意
見
、
身
近
な
話
題
や
農
業

に
つ
い
て
思
う
こ
と
な
ど
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
声
は
お
便
り
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
便
り
コ
ー
ナ
ー

　我が家では、子供の
頃から田植えは家族総
出で行います。昔は苗
箱洗いだけでしたが、
軽トラで苗箱や稲を運
ぶなど、できることが
増えたので少しずつ役
に立てていると思いま
す。農作業は皆で一緒
に作業する楽しさがあ
りますね。

 

合
同
会
社
山
立
会
で
、
耕
作

放
棄
地
を
活
用
し
た
羊
の
肥
育

を
担
当
し
、「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
（
動
物
福
祉
）」
に

配
慮
し
た
、
持
続
可
能
な
循
環

型
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
一
般
消
費
者
に
畜
産
現
場

の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
教
育
現
場
を
通
し
て
広

め
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

収入保険の
　　保険料等の補助が行われます
　以下の７市３町において、令和６年４月から令和７年３月に収入
保険へ新規・継続加入された農業者の方に、保険料等の一部が補助
（助成）されます。
〈実施市町〉
　　新規加入者のみ：金沢市　　継続加入者のみ：加賀市
　　新規・継続加入者
　　　小松市・能美市・かほく市・羽咋市
　　　輪島市・津幡町・宝達志水町・穴水町
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（七尾市・輪島市・珠洲市・
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クイズの答え
郵便番号・住所
氏名・年齢・電話番号
ＮＯＳＡＩへのご意見
広報紙のご感想など

63
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
石
川

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
係 

行

金
沢
市
田
中
町

　
　
　
　
か
26
番
地
１

9 2 0 　0 0 0 7

おもてうら

クイズの答えと必要事項を明記してハガキまたはＥメールでご応募ください。正解
者の中から抽選で、５名の方に図書カードを進呈いたします。当選者は氏名のみ次号に
掲載させていただきます。

応募方法

F A X　076-239-0069
Ｅメール　kouhou@nosai-ishikawa.or.jp

37号クイズ当選者
　　　　　　　　（敬称略）

● 締め切り／
　８月13日（火）必着●

西田　有希
山田　清隆
塩栗与嗣男
坂本　　茂
辻　恵美子

２ページからの特集「第〇〇回通常総代会」
〇に入る数字２文字をお答えください　　

新規採用職員募集

　

 

下記の書類を簡易書留で郵送してください
・履歴書（市販のもので写真貼付、連絡先明記）
・成績証明書
・卒業（見込）証明書、獣医師免許証写し
　提出書類は返却いたしません
 　　令和６年８月30日（金）17時まで
　　　　　　　　　　　（獣医師は随時）

送
付
先

〒920‐0007
石川県金沢市田中町か26番地１
石川県農業共済組合　総務課

農業保険法に基づく一般業務およ
び家畜診療に係る業務
①初任給　221,600円（大学卒）
　　　　　（獣医師資格取得者）
　獣医師手当　50,000円 / 月
②大学卒業または卒業見込者で獣
医師資格取得者または取得され
る方（昭和56年４月２日以降に
生まれた方）

③普通自動車運転免許取得者
　または採用までに取得される方
＜試験予定＞
日時　随時
会場　同組合　本所
内容　筆記（作文）・面接

農業保険法に基づく一般業務のほ
か、加入推進などの外勤業務
①初任給　196,700円（大学卒）
②大学を卒業又は採用までに卒業
される方（平成７年４月２日以
降に生まれた方）
③普通自動車運転免許取得者
　または採用までに取得される方
＜試験予定＞
日時　第１次試験日
　　　　令和６年９月30日（月）
　　　第２次試験日
　　　　令和６年10月下旬予定
会場　同組合　本所
内容　筆記（一般教養ほか）・面接

一般職獣医師
新しい仲間をお待ちしています

一般職獣医師

令和 7年度

地域農業を支えるお仕事

詳しい募集要領はコチラ




